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一 

問
題
の
所
在 

 

所
有
権
留
保
は
、
ロ
ー
マ
法
に
そ
の
起
源
を
有
し
て
お
り
、
商
品
が
買

主
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
て
も
、
売
買
代
金
全
額
の
支
払
ま
で
は
、
買
主
は
、

占
有
者
と
し
て
そ
の
地
位
が
保
障
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
代
金
全
額
の
支

払
に
よ
り
、
始
め
て
所
有
者
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
と
い
う
制
度
で

あ
る
。
し
か
し
、
代
金
全
額
の
支
払
が
な
い
場
合
に
は
、
契
約
は
解
除
さ

れ
、
留
保
所
有
者
に
そ
の
商
品
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
考
え
方
は
、
ロ
ー
マ
法
の
容
仮
占
有
制
度
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と
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と
を
結
び
つ
け
て
、
代
金
未
払
で
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
た
買
主
の
地
位

を
使
用
賃
借
人
な
ど
と
し
、
代
金
債
権
を
担
保
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、

こ
こ
に
所
有
権
留
保
の
原
型
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
こ
の
制
度
は
、
動
産
売
買
に
お
い
て
は
普
通
法
へ
と
継
受
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
土
地
の
先
給
付
売
買
に
お
い
て
は
、
未
収
売
主
が
所
有
権
留
保
の

合
意
（p

a
c

tu
m

 re
s
e

rv
a

ti d
o

m
in

ii

）
を
す
る
こ
と
で
、
売
主
質
権
（V

e
r

k
ä

u
fe

rp
fa

n
d

re
c

h
t

）
と
同
様
、
全
て
の
債
権
者
に
先
立
っ
て
支
払
を
受
け

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
所
有
権
留
保
論 
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る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
一
種
の
優
先
弁
済
権
が
留
保
売
主
に
与
え
ら
れ

て
い
た
。 

 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
段
階
で
は
、
代
金
完
済
ま
で
所
有
権
移
転
が
延
期
さ
れ

る
の
か
（
停
止
条
件
付
所
有
権
移
転
構
成
）
、
そ
れ
と
も
、
契
約
と
同
時

に
所
有
権
が
移
転
し
、
代
金
完
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
点
で
所
有
権
が

売
主
に
復
帰
す
る
の
か
（
解
除
条
件
付
所
有
権
移
転
構
成
）
と
し
て
、
所

有
権
移
転
時
期
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
が
、
前
者
の
ほ
う
が
物
権
的
効
力
と

債
権
的
効
力
を
兼
備
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
所
有
権
留
保
の
本
質
に

適
す
る
と
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
が
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

所
有
権
留
保
は
、
譲
渡
担
保
と
な
ら
び
、
非
典
型
担
保
の
代
表
格
と
さ

れ
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
、
割
賦
販
売
法
七
条
に
所
有
権
留
保
の
推
定

規
定
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
理
論
構
成
と
し
て
は
、
単
純
に
、
譲
渡
担
保

の
裏
返
し
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
倒
産
手
続
実
務
で
は
、
双

方
と
も
に
別
除
権
・
更
生
担
保
権
扱
い
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
譲
渡
担
保
と
所
有
権
留
保
と
の
間
に
は
相
違
点
が
あ
る
。

譲
渡
担
保
は
、
担
保
物
提
供
者
で
あ
る
設
定
者
か
ら
担
保
権
者
に
対
す
る

担
保
の
た
め
に
す
る
所
有
権
移
転
で
あ
り
、
占
有
改
定
に
よ
り
担
保
物
を

引
渡
し
、
設
定
者
は
、
直
接
他
主
占
有
者
と
し
て
、
目
的
物
の
使
用
収
益

権
を
保
持
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
所
有
権
留
保
は
、
売
買
代

金
完
済
ま
で
売
主
が
所
有
権
を
留
保
し
て
、
買
主
へ
の
直
接
他
主
占
有
の

移
転
を
伴
う
売
買
で
あ
る
。
こ
の
設
定
状
況
で
は
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、

前
者
は
、
「
担
保
の
た
め
に
す
る
」
と
い
う
意
味
が
強
く
、
後
者
は
、
「
所

有
権
の
留
保
」
と
い
う
意
味
が
強
い
と
い
う
点
に
相
違
点
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
前
者
は
、
信
託
的
所
有
権
移
転
（fid

u
z
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c
h

e
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b
e
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ig

n
u
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）
で

あ
る
が
、
後
者
は
、
買
主
の
期
待
権
と
い
う
負
担
付
で
は
あ
る
も
の
の
、

完
全
所
有
権
（V

o
lle

ig
e

n
tu

m

）
の
留
保
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
で

は
、
倒
産
手
続
上
の
取
扱
い
と
し
て
、
譲
渡
担
保
権
者
は
別
除
権
を
有
す

る
に
と
ど
ま
る
が
（
倒
産
法
五
一
条
）
、
留
保
所
有
者
は
取
戻
権
を
有
す

る
こ
と
に
な
る
（
同
法
四
七
条
）
。 

 

そ
こ
で
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
か
ら
、
第
一

に
、
我
が
国
に
お
け
る
所
有
権
留
保
の
法
的
構
成
に
関
す
る
示
唆
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
第
二
に
、
動
産
担
保
法
の
拡
充
に
関
し
て
、
か
つ
て
我
妻

榮
博
士
や
米
倉
明
教
授
ら
に
よ
っ
て
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
「
延
長
さ
れ
た

所
有
権
留
保
」
の
日
本
法
へ
の
導
入
可
能
性
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、

一
考
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。 

二 

単
純
な
所
有
権
留
保
に
お
け
る
諸
問
題 

 

１ 

問
題
の
所
在 

 

ま
ず
、
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
問
題
か
ら
債
務
法
現
代
化
に
至
る
ま
で
に

お
い
て
提
起
さ
れ
た
問
題
点
、
即
ち
、
①
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
六
条
の
法
定

解
除
権
の
原
則
と
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五
条
の
即
時
解
除
を
認
め
う
る
例

外
規
定
と
の
関
係
、
②
留
保
売
主
が
買
主
の
支
払
遅
滞
時
に
商
品
を
引
き

揚
げ
る
際
に
お
け
る
解
除
の
要
否
、
③
売
買
代
金
請
求
権
の
時
効
消
滅
後

に
お
け
る
留
保
売
主
に
よ
る
商
品
返
還
請
求
権
の
有
無
に
つ
い
て
、
従
来

の
判
例
・
学
説
を
中
心
と
し
て
、
概
観
す
る
。 

 

２ 

留
保
売
主
の
解
除
権 

 

旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
六
条
一
項
（
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
三
条
一
項
）
は
、
契
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約
解
除
の
要
件
と
し
て
、
債
権
者
か
ら
債
務
者
に
対
し
て
履
行
の
た
め
の

相
当
な
期
間
の
定
め
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
五
五

条
に
よ
る
と
、
債
務
者
の
支
払
遅
滞
時
に
は
解
除
し
う
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
所
有
権
留
保
の
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
、
こ
の
期
間
の
定

め
を
要
し
な
い
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
判
例
・
多
数
説
は
、
当
初
か
ら
、
買
主
の
支
払

遅
滞
の
場
合
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
六
条
の
前
提
要
件
を
充
た
す
必
要
は

な
い
と
解
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
フ
ー
バ
ー
教
授
の
債
務
法
改
正
鑑
定
意
見
は
、
留
保
売
主
は

解
除
に
よ
る
目
的
物
の
取
戻
の
み
な
ら
ず
、
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
第
三
二
六
条
の
前
提
要
件
を
要

す
る
も
の
と
解
し
、
即
時
解
除
を
認
め
う
る
第
四
五
五
条
の
当
該
部
分
の

削
除
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
債
務
法
改
正
委
員
会
最
終
報
告
書
も
、
期
間

の
定
め
を
要
求
す
る
一
般
規
定
と
異
な
る
規
定
に
は
存
在
理
由
が
な
く
、

ま
た
、
改
正
草
案
第
三
二
三
条
二
項
に
期
間
の
定
め
を
不
要
と
す
る
場
合

を
特
別
に
規
定
し
た
と
の
理
由
か
ら
、
第
四
五
五
条
の
当
該
部
分
の
削
除

を
結
論
づ
け
た
。 

 

そ
し
て
、
債
務
法
現
代
化
法
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
こ
こ
に
留
保

売
主
の
即
時
解
除
権
は
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

３ 

留
保
売
主
の
引
き
揚
げ
権 

 

次
に
、
留
保
売
主
が
留
保
商
品
を
買
主
の
元
か
ら
引
き
揚
げ
る
際
に
は
、

そ
の
前
に
解
除
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の

問
題
は
、
買
主
の
履
行
遅
滞
、
留
保
商
品
の
不
適
切
な
取
扱
い
、
授
権
な

き
転
売
等
を
考
え
る
と
、
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
留
保
商
品
の
解
除
な

き
引
き
揚
げ
権
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
留
保
売
主
へ
の
直
接
占
有
の
回
復
に
よ
る
遅
滞
買
主
に
対
す
る

心
理
的
圧
迫
に
よ
る
弁
済
強
制
や
、
早
め
の
引
き
揚
げ
に
よ
り
、
一
定
期

間
経
過
後
、
買
主
に
弁
済
意
思
が
な
け
れ
ば
、
留
保
商
品
を
換
価
し
、
清

算
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
当
初
か
ら
、
所
有
権
留
保
の
目
的
と

し
て
、
信
用
売
買
に
お
け
る
最
大
限
の
担
保
を
留
保
売
主
に
与
え
る
べ
き

と
の
理
由
か
ら
、
解
除
な
き
引
き
揚
げ
権
を
肯
定
し
て
き
た
（R

G
Z

7
,S

.1

4
7

u
s
w

.

）
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
一
九
七
〇
年
七
月
一
日
判
決
で
、
所

有
権
留
保
の
目
的
は
契
約
関
係
解
消
後
の
売
主
の
清
算
を
担
保
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
解
釈
上
の
転
換
を
図
り
、
こ
こ
に
解
除
な
き
引
き
揚
げ

権
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
（B

G
H

Z
5

4
,S

.2
1

4

）
。
そ
の
後
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、

解
除
な
き
引
き
揚
げ
権
を
原
則
と
し
て
否
定
す
る
も
の
の
、
引
き
揚
げ
特

約
に
つ
い
て
は
肯
定
す
る
と
い
う
折
衷
的
な
考
え
方
を
採
っ
て
い
る
（B

G

H
Z

9
6

,S
.1

8
2

）
。 

 

他
方
、
学
説
は
、
従
来
か
ら
、
債
務
不
履
行
や
義
務
違
反
を
理
由
と
し

て
、
解
除
な
き
引
き
揚
げ
権
を
肯
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
フ
ー
バ
ー
教

授
の
債
務
法
改
正
鑑
定
意
見
に
お
い
て
、
従
来
の
多
数
説
は
排
斥
さ
れ
、

他
方
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
Ｚ
五
四
巻
二
一
四
頁
判
決
の
理
論
が
採
用
さ
れ
て
、
こ
こ

に
初
め
て
、
学
説
に
お
い
て
も
、
解
除
な
き
引
き
揚
げ
権
否
定
説
が
現
れ

た
。
即
ち
、
フ
ー
バ
ー
教
授
は
、
債
務
法
改
正
鑑
定
意
見
に
お
い
て
、
買

主
の
支
払
遅
滞
時
に
売
主
が
先
給
付
を
取
り
消
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
二
〇
条

の
引
換
給
付
の
地
位
を
取
り
戻
す
と
い
う
可
能
性
は
、
債
務
法
に
馴
染
み

が
な
く
、
動
産
売
買
に
お
い
て
、
斯
様
な
特
権
を
売
主
に
与
え
る
理
由
は
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存
在
し
な
い
と
し
て
、
解
除
に
よ
る
引
き
揚
げ
権
の
み
を
認
め
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
債
務
法
改
正
委
員
会
最
終
報
告
書
も
、
フ
ー
バ
ー
教
授
の
鑑

定
意
見
と
ほ
ぼ
同
様
の
理
由
か
ら
、
そ
の
鑑
定
意
見
と
Ｂ
Ｇ
Ｈ
Ｚ
五
四
巻

二
一
四
頁
判
決
を
取
り
入
れ
て
、
同
様
に
、
留
保
売
主
は
契
約
を
解
除
し

た
場
合
に
の
み
留
保
商
品
を
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
（
草
案

第
四
四
九
条
二
項
一
文
）
。 

 

右
の
よ
う
な
解
釈
の
変
遷
後
、
債
務
法
現
代
化
法
に
お
け
る
議
論
に
お

い
て
、
連
邦
議
会
の
意
見
表
明
に
よ
り
、
解
除
な
き
引
き
揚
げ
権
の
有
用

性
が
力
説
さ
れ
、
解
除
に
よ
る
引
き
揚
げ
権
に
関
す
る
草
案
の
削
除
が
要

求
さ
れ
た
が
、
連
邦
政
府
は
、
改
め
て
な
さ
れ
た
再
考
後
も
、
こ
の
規
定

が
消
費
者
信
用
法
一
三
条
三
項
一
文
に
該
当
し
て
お
り
、
そ
の
法
的
思
考

は
普
遍
化
に
適
す
る
（v

e
ra

llg
e

m
e

in
e

ru
n

g
s
fä

h
ig

）
こ
と
、
ま
た
、
売
主

は
給
付
さ
れ
た
支
払
金
額
を
償
還
し
な
け
れ
ば
物
を
引
き
揚
げ
る
権
限
を

有
し
え
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
解
除
に
よ
る
引
き
揚
げ
権
に
固
執
す

る
と
主
張
し
、
解
除
に
よ
る
引
き
揚
げ
権
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

４ 

留
保
売
主
の
返
還
請
求
権 

 

次
に
、
売
買
代
金
請
求
権
が
時
効
消
滅
す
る
と
、
買
主
に
は
給
付
拒
絶

権
が
発
生
し
（
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
一
四
条
一
項
）
、
買
主
の
履
行
遅
滞
は
治

癒
さ
れ
、
売
主
の
解
除
権
は
消
滅
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
合
、
留
保
売

主
の
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
五
条
）
は
認
め
ら

れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
右
の
問
題
は
、
留
保
買
主

は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八
六
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
占
有
者
の
返
還
拒

絶
権
に
基
づ
き
、
期
待
権
を
主
張
し
う
る
の
か
と
い
う
問
題
に
も
な
る
。

更
に
、
割
賦
弁
済
行
為
の
場
合
に
は
、
売
却
物
の
取
戻
（W

ie
d

e
ra

n
s
ic

h
n

a
h

m
e

）
に
よ
る
解
除
の
擬
制
規
定
が
あ
る
の
で
（
当
初
旧
割
賦
販
売
法
五

条
、
次
に
旧
消
費
者
信
用
法
一
三
条
三
項
、
現
在
で
は
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
〇

三
条
二
項
四
文
）
、
請
求
権
の
消
滅
に
よ
り
、
解
除
権
の
消
滅
し
た
留
保

売
主
に
所
有
物
返
還
請
求
権
が
あ
る
の
か
も
問
題
と
な
る
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
存
在
せ
ず
、
当
時
の

下
級
審
裁
判
例
は
、
請
求
権
の
時
効
消
滅
に
よ
り
、
留
保
売
主
の
所
有
物

返
還
請
求
権
も
時
効
消
滅
す
る
、
あ
る
い
は
、
失
効
す
る
も
の
と
判
示
し

て
、
留
保
売
主
の
所
有
物
返
還
請
求
権
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｂ

Ｇ
Ｈ
は
、
請
求
権
の
時
効
消
滅
後
も
抵
当
権
者
や
質
権
者
に
そ
の
権
利
行

使
を
認
め
る
と
い
う
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
一
項
や
、
譲
渡
担
保
権
に
基

づ
く
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
て
も
そ
の
設
定
者
に
担
保
物
の
請
戻
権
を
認

め
な
い
と
い
う
同
条
二
項
を
類
推
適
用
し
、
留
保
売
主
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
八

五
条
に
よ
る
所
有
物
返
還
請
求
権
を
認
め
た
（B

G
H

Z
3

4
,S

.1
9

1

）
。 

 

他
方
、
学
説
は
、
判
例
と
同
様
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
二
三
条
類
推
適
用
説

が
多
数
説
で
あ
り
、
買
主
の
占
有
権
原
を
否
定
し
、
留
保
売
主
の
返
還
請

求
権
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
所
有
権
留
保
の
目
的
を
解
除
に
よ
る
潜

在
的
求
償
権
の
担
保
と
解
し
、
請
求
権
の
時
効
消
滅
に
よ
り
買
主
の
遅
滞

は
治
癒
さ
れ
、
他
方
、
解
除
不
能
と
な
っ
た
留
保
売
主
に
は
何
ら
権
限
は

な
く
な
る
と
い
う
考
え
方
や
、
多
数
説
が
質
権
や
譲
渡
担
保
権
を
類
推
適

用
す
る
点
に
異
議
を
唱
え
、
こ
の
問
題
は
当
事
者
の
契
約
関
係
を
類
推
し

て
解
決
す
べ
き
も
の
と
い
う
考
え
方
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
問
題
は
、
フ
ー
バ
ー
鑑
定
意
見
で
問
題
提
起
さ
れ
た
後
、
債
務
法

改
正
委
員
会
最
終
報
告
書
で
は
、
消
滅
時
効
の
抗
弁
権
と
所
有
物
返
還
請

求
権
と
の
関
係
は
、
債
務
者
が
請
求
に
対
し
て
既
に
主
張
し
て
い
る
抗
弁
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権
が
存
在
す
る
と
き
に
は
、
も
は
や
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
を
規

定
し
た
が
（
草
案
第
三
二
三
条
三
項
四
号
）
、
解
除
権
が
な
け
れ
ば
留
保

商
品
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
（
草
案
第
四
四
九
条
二

項
一
文
）
、
所
有
権
留
保
の
場
合
に
限
り
、
被
担
保
請
求
権
が
時
効
消
滅

し
て
も
、
留
保
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
た
（
草

案
第
二
二
三
条
二
項
二
文
）
。
そ
し
て
、
現
代
化
法
で
も
、
新
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

二
一
六
条
二
項
二
文
に
、
所
有
権
留
保
の
場
合
に
は
請
求
権
の
時
効
消
滅

後
も
解
除
し
う
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
。 

  
 

三 

延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
の
我
が
国
へ
の
導
入 

可
能
性 

 

 

１ 

問
題
の
所
在 

 

延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
と
は
、
二
次
的
売
却
（W

e
ite

rv
e

rk
a

u
f

）
を

予
定
し
て
い
る
商
人
や
請
負
人
に
対
す
る
商
品
売
買
に
お
け
る
所
有
権
留

保
で
あ
る
。
例
え
ば
、
資
材
供
給
者
で
あ
る
留
保
売
主
は
、
将
来
発
生
す

べ
き
二
次
的
売
却
か
ら
発
生
す
る
第
三
債
務
者
に
対
す
る
請
負
報
酬
債
権

ま
た
は
売
買
代
金
債
権
を
留
保
買
主
か
ら
予
め
譲
り
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

留
保
買
主
に
対
す
る
代
金
債
権
の
担
保
と
す
る
、
つ
ま
り
、
所
有
権
留
保

と
将
来
債
権
譲
渡
担
保
と
の
複
合
形
態
で
あ
る
。
通
常
、
将
来
債
権
の
譲

渡
と
引
き
換
え
に
、
留
保
買
主
に
転
売
授
権
が
与
え
ら
れ
る
。 

 

延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
を
日
本
法
に
導
入
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

日
独
に
お
け
る
債
権
譲
渡
制
度
の
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。 

 

ま
ず
、
我
が
国
で
は
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
ま
た
は
債
務
者
か
ら
の

承
諾
を
債
務
者
そ
の
他
の
第
三
者
へ
の
対
抗
要
件
と
し
て
い
る
（
日
民
第

四
六
七
条
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
譲
渡
契
約
の
締
結
に
よ

り
、
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
で
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
及
び
そ
の
他
の
第
三

者
と
の
間
に
お
い
て
も
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
三
九
八
条
二

文
）
。
た
だ
、
新
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
債
権
の
取
り
立
て
を
行
う

た
め
に
は
、
証
書
の
提
示
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
四
一
〇
条
一
項
一
文
）
ま
た
は
旧

債
権
者
か
ら
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
を
要
す
る
に
過
ぎ
な
い
（
同
条
二
項
）
。

ド
イ
ツ
で
も
、
譲
渡
契
約
そ
れ
自
体
は
有
効
で
も
、
取
り
立
て
の
た
め
に

は
証
書
の
提
示
ま
た
は
譲
渡
通
知
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
債

務
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
と
制
度
上
そ

れ
ほ
ど
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。 

 

次
に
、
我
が
国
で
は
、
将
来
債
権
の
譲
渡
な
い
し
譲
渡
担
保
に
つ
き
、

そ
の
特
定
性
と
対
抗
要
件
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
特
に
、
対
抗
要
件
具
備

と
い
う
問
題
を
理
由
と
し
て
、
先
達
の
研
究
に
お
い
て
は
、
延
長
さ
れ
た

所
有
権
留
保
の
我
が
国
へ
の
導
入
可
能
性
は
否
定
的
に
解
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
最
近
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
判
例
・

学
説
の
議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
き
た
の
で
、
延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
の
我

が
国
へ
の
導
入
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。 

 
確
か
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
予
め
の
債
権
譲
渡
は
債
務
者
へ
の
通
知
な
く

し
て
直
ち
に
成
立
し
、
譲
受
人
の
担
保
確
保
は
容
易
で
あ
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
我
が
国
と
は
格
段
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。

し
か
し
、
問
題
が
一
歩
ず
つ
解
決
さ
れ
て
き
た
現
代
に
お
い
て
は
、
議
論

の
有
用
性
が
あ
る
。 
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そ
こ
で
、
次
に
、
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。 

 
２ 
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
と
の
関
係 

 

我
が
国
で
は
、
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
は
物
権
的
効
力
を
有
す
る
も
の
と

解
さ
れ
て
い
る
が
、
民
法
は
、
こ
の
特
約
を
善
意
の
第
三
者
に
は
対
抗
し

え
な
い
も
の
と
規
定
す
る
（
第
四
六
六
条
二
項
但
書
）
。
ド
イ
ツ
で
も
、

債
権
譲
渡
禁
止
特
約
は
物
権
的
効
力
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
効
力
は
譲
渡
人
・
譲
受
人
間
で
の
み
の
相
対
的
効
力
で
は
な
く
、
第

三
者
に
対
し
て
も
絶
対
的
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
解
す
る
の
が
判
例
・

多
数
説
で
あ
り
、
し
か
も
、
我
が
国
の
よ
う
な
善
意
の
第
三
者
保
護
規
定

は
な
い
。 

 

ド
イ
ツ
で
は
、
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
や
、
債
権
譲
渡
の
効
力
を
債
務
者

の
同
意
に
か
か
ら
し
め
る
と
い
う
債
権
譲
渡
制
限
特
約
が
官
公
庁
の
普
通

契
約
約
款
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
特
約
が
絶
対
効
を
有
す
る
と
す
れ

ば
、
延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

留
保
売
主
に
は
所
有
権
が
あ
る
の
で
、
こ
の
留
保
売
主
と
建
築
主
や
転
売

に
よ
る
買
主
と
い
っ
た
第
二
受
領
者
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。 

 

た
だ
、
現
在
で
は
、
一
九
九
四
年
七
月
二
五
日
の
法
律
（B

G
B

l.Ⅰ
,S

.1

6
8

2

）
に
よ
り
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
に
第
三
五
四
ａ
条
が
追
加
挿
入
さ
れ
、
債
権
譲
渡

禁
止
特
約
に
反
す
る
債
権
譲
渡
も
、
そ
の
原
因
と
な
る
法
律
行
為
が
当
事

者
に
と
っ
て
商
行
為
で
あ
る
と
き
に
は
有
効
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
の
で
、

商
人
間
取
引
の
多
い
延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
の
多
く
は
有
効
の
ま
ま
維

持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
規
定
は
、
大
口
購
買
者
が
商
品
供
給
及
び

役
務
給
付
に
基
づ
く
債
権
の
譲
渡
を
広
く
禁
止
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
供

給
者
ま
た
は
役
務
を
給
付
し
た
事
業
者
に
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
困
難
に
さ

せ
る
と
い
う
連
邦
司
法
省
の
事
実
認
定
に
基
づ
い
て
い
る
（B

T
-D

ru
c

k
s
a

c

h
e

1
2

/7
9

2
3

=
Z

IP
1

9
9

4
,S

.1
6

5
1

）
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
留
保
売
主
は
、

常
に
第
二
受
領
者
に
対
し
て
追
及
し
う
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
買
主
の

破
産
手
続
に
お
い
て
も
、
破
産
管
財
人
は
留
保
売
主
か
ら
債
権
を
取
り
戻

し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

四 

日
本
法
へ
の
適
用
と
課
題 

 

１ 

単
純
な
所
有
権
留
保
の
問
題
に
つ
い
て 

 

第
一
に
、
解
除
を
前
提
と
す
る
引
き
揚
げ
権
に
つ
い
て
は
わ
が
国
に
お

い
て
も
議
論
が
あ
る
。 

 

ま
ず
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
解
除
し
て
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
と
い

う
考
え
方
が
取
引
実
務
上
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
、

解
除
を
前
提
と
し
な
い
と
い
う
考
え
方
は
尐
数
説
で
あ
る
と
指
摘
す
る
有

力
説
が
あ
る
。
ま
た
、
留
保
売
主
は
代
金
未
払
い
の
状
況
で
買
主
に
目
的

物
の
占
有
を
自
ら
許
容
し
た
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
目

的
物
の
返
還
請
求
を
す
る
に
は
、
買
主
の
占
有
権
原
を
消
滅
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
有
力
説
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
見
解
も
あ
る
。 

 

し
か
し
、
留
保
買
主
の
占
有
権
原
は
、
将
来
必
ず
実
現
す
べ
き
代
金
の

完
済
に
よ
る
所
有
権
移
転
を
前
提
と
し
て
、
留
保
売
主
が
買
主
に
留
保
商

品
を
貸
し
た
り
預
け
た
り
し
て
い
る
の
と
同
様
の
権
原
し
か
持
ち
得
ず
、

斯
様
な
意
味
に
お
い
て
、
売
主
の
引
渡
行
為
は
先
履
行
と
は
い
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
留
保
買
主
は
直
接
他
主
占
有
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
所
有
権
移
転
を
前
提
と
す
る
自
主
占
有
へ
の
転
換
は
代
金

完
済
時
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
斯
様
な
前
提
は
、
債
務
不
履
行
の
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場
合
に
お
い
て
、
留
保
売
主
が
換
価
を
前
提
と
し
て
返
還
請
求
す
る
と
き

に
は
、
も
は
や
崩
れ
去
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
に
お
い
て

買
主
の
占
有
権
原
は
既
に
消
滅
し
て
お
り
、
留
保
売
主
は
、
も
は
や
解
除

し
な
く
と
も
、
換
価
の
た
め
に
留
保
商
品
を
引
き
揚
げ
る
行
為
を
許
容
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
引
き
揚
げ
か
ら
換
価
ま
で
の
間
に
一
定
期

間
を
設
け
て
、
当
該
期
間
内
に
留
保
買
主
が
代
金
支
払
と
再
引
渡
し
を
請

求
し
て
こ
な
い
限
り
、
も
は
や
、
再
引
渡
し
請
求
の
機
会
を
失
い
、
留
保

売
主
に
換
価
権
が
発
生
す
る
も
の
と
解
す
れ
ば
、
双
方
の
利
益
衝
突
は
な

い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
、
実
務
界
か
ら
は
、
解
除
に
よ
り
、
売
主
に
代
金
返
還
義
務
が
発

生
す
る
と
い
う
不
都
合
が
発
生
す
る
た
め
、
解
除
は
殆
ど
な
い
と
の
指
摘

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
実
務
で
は
、
従
来
か
ら
、
解

除
な
き
引
き
揚
げ
権
は
、
そ
の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
単
純
な
所
有
権
留
保
は
、
譲
渡
担
保
権
の
よ
う
な

意
味
に
お
け
る
担
保
権
で
は
な
く
、
所
有
権
の
担
保
力
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。 

 

第
二
に
、
売
買
代
金
債
権
の
時
効
消
滅
後
の
留
保
売
主
と
買
主
と
の
関

係
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
多
数
説
、
即
ち
、
買
主
を
実
質
的
に
所
有
者
と

解
す
る
見
解
に
よ
る
と
、
債
権
が
消
滅
し
た
の
で
、
単
純
に
買
主
の
所
有

物
に
な
る
も
の
と
解
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
そ
れ
は
早
計
で
あ
る
。

留
保
売
主
は
所
有
権
を
留
保
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
所
有
権
は
消
滅
時
効

に
か
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
、
時
効
で
債
権
債
務
関
係
が
消

滅
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
所
有
権
関
係
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す

る
と
、
買
主
の
占
有
権
原
は
、
所
謂
「
期
待
権
」
が
存
続
す
る
限
り
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
占
有
権
原
も
な

く
な
り
、
留
保
売
主
の
所
有
物
返
還
請
求
権
に
負
け
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

 

２ 

延
長
さ
れ
た
所
有
権
留
保
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て 

 

か
つ
て
、
我
妻
榮
博
士
、
米
倉
明
教
授
と
い
っ
た
先
達
は
、
延
長
さ
れ

た
所
有
権
留
保
の
我
が
国
へ
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て
、
将
来
債
権
の
譲

渡
な
い
し
譲
渡
担
保
の
特
定
性
及
び
対
抗
要
件
と
い
う
問
題
点
を
掲
げ
た

上
で
、
消
極
的
な
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
将
来
債
権
の
譲
渡

な
い
し
譲
渡
担
保
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
集
積
、
そ
し
て
、
学
説
に
よ
る

追
認
及
び
発
展
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
も
は
や
、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲

渡
と
い
う
枠
が
定
ま
っ
て
き
た
今
日
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
渡
担
保
の
設

定
通
知
に
お
い
て
、
た
と
え
、
取
立
権
の
留
保
が
設
定
者
に
な
さ
れ
て
い

て
も
、
債
権
や
第
三
債
務
者
が
特
定
し
て
い
れ
ば
、
当
該
設
定
通
知
に
民

法
第
四
六
七
条
の
対
抗
要
件
を
認
め
る
と
い
う
考
え
方
が
、
最
高
裁
に
よ

っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
以
上
（
最
判
平
一
三
・
一
一
・
二
二
民
集
五
五
巻
六

号
一
〇
五
六
頁
）
、
第
三
債
務
者
が
不
特
定
の
ケ
ー
ス
に
関
す
る
解
釈
上

の
問
題
点
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
先
達
の
懸
念
は
あ
る
程
度
、

払
拭
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

論
じ
て
き
た
点
か
ら
、
単
純
な
所
有
権
留
保
は
担
保
権
扱
い
す
る
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
が
、
こ
れ
と
債
権
譲
渡
担
保
と
が
複
合
的
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
債
権
譲
渡
担
保
の
担
保
的
効
力
と
結
合
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
担
保
と
し
て
強
力
な
類
型
が
、
我
が
国
に
お
い
て
も

可
能
に
な
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尤
も
、
こ
れ
は
、
現
段
階
で
は
、

所
謂
「
本
契
約
型
」
の
債
権
譲
渡
担
保
と
の
複
合
類
型
に
限
ら
れ
る
。
予



ドイツ法における所有権留保論  

約
型
の
場
合
に
は
、
最
高
裁
に
お
い
て
、
予
約
時
に
お
け
る
対
抗
力
が
否

定
さ
れ
て
い
る
（
最
判
平
一
三
・
一
一
・
二
七
民
集
五
五
巻
六
号
一
〇
九

〇
頁
）
。
設
定
予
約
通
知
で
は
、
予
約
と
い
う
不
安
定
な
状
況
が
第
三
債

務
者
に
通
知
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
は
通
知
さ
れ
え
な
い
か
ら

で
あ
る
。 

 

そ
う
す
る
と
、
次
に
、
公
示
の
原
則
と
の
関
係
、
即
ち
、
債
権
譲
渡
特

例
法
と
の
関
係
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
紙
幅
の
関

係
上
、
詳
細
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
一
言
だ
け
述
べ
て
お

く
と
、
債
権
譲
渡
登
記
に
つ
き
、
第
三
債
務
者
を
十
分
特
定
記
載
す
る
の

で
は
な
く
、
譲
渡
債
権
の
種
類
や
、
始
期
と
終
期
が
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、

第
三
債
務
者
の
記
載
は
包
括
的
な
も
の
で
も
、
債
権
譲
渡
登
記
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
が
整
え
ば
、
本
契
約
型
の
み
な
ら
ず
、
予
約
型
な

い
し
停
止
条
件
型
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

（
九
州
産
業
大
学
助
教
授
） 

《
追
記
》 

 

紙
幅
の
関
係
上
、
報
告
内
容
を
若
干
割
愛
し
、
ま
た
、
引
用
指
示
は
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
ま
し
た
。
報
告
当
日
は
、
近
江
幸
治
教
授
（
早
稲
田

大
学
）
に
司
会
の
労
を
お
執
り
頂
き
、
ま
た
、
杉
下
俊
郎
教
授
（
日
本
大

学
）
、
池
田
眞
朗
教
授
（
慶
應
義
塾
大
学
）
、
清
水
元
教
授
（
東
北
学
院

大
学
）
か
ら
は
、
有
益
な
質
問
及
び
示
唆
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
、
報
告
に
先
立
ち
、
御
指
導
を
賜
り
ま
し

た
広
島
大
学
及
び
九
州
大
学
民
事
法
研
究
会
の
諸
先
生
方
、
報
告
内
容
に

関
し
て
御
高
閲
頂
き
ま
し
た
好
美
清
光
名
誉
教
授
（
一
橋
大
学
）
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
五
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
恩
師
三
和
一
博

先
生
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  


